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	スライド 1: 　貨物取扱業における労働災害は、神奈川、千葉、埼玉、大阪、東京、愛知、福岡の7都市で多発しており、全体の7割を占める状況となっています。 　神奈川は、全国で唯一、300件を超える発生件数となっており、平成29年以降8年連続ワースト１となっています。
	スライド 2: 　神奈川県内では、厚木署管内で最も多く発生しており、次いで川崎南署管内、相模原署管内となっています。 　厚木署及び相模原管内には、圏央道に隣接する地域があり、川崎南署管内には、首都高速道路に隣接する地域があることから、いずれも物流拠点として倉庫等が多数設置されており、仕分けやこん包などの貨物取扱作業が行われているものと考えられます。
	スライド 3: 令和6年　陸上貨物取扱業  事故の型別労働災害発生状況 （休業4日以上）    　事故の型別では、災害性腰痛等が含まれる「動作の反動・無理な動作」が82件（26％）と最も多く、次いで転倒79件（25％）となっており、半数以上を占めています。 　 　　
	スライド 4: 　年齢別及び男女別では、50歳代が最も多く、男性56件、女性45件となっており、次いで40歳代となっています。 　 50歳代以上で51.6パーセントを占めています。 　すべての年代で男性の発生件数が多くなっています。 　

